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(57)【要約】
【課題】経路誘導処理中における地図や案内の画面表示
が阻害されることを回避したナビゲーション装置を提供
する。
【解決手段】制御部１０（割込み制御設定・表示抑制処
理部１００）は、記憶部１１（割込み制御設定情報テー
ブル１１１）に事前に設定登録された割込み制御設定情
報に基づき、経路誘導処理中に限り外部から取得したＶ
ＩＣＳやＥＴＣ等割込み情報の表示抑制制御を行なう。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地図情報、および、外部から取得した割込み情報を表示する表示部と、
　割込み制御設定情報が予め登録され記憶される記憶部と、
　経路誘導処理中、前記記憶部に記憶された割込み制御設定情報にしたがい、前記外部か
ら取得した割込み情報の前記表示部への表示を抑制する制御部と、
　を備えたことを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　前記割込み制御設定情報にしたがい、前記割込み情報の少なくとも一つの前記表示部へ
の表示を許可することを特徴とする請求項１記載のナビゲーション装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記割込み制御設定情報の前記記憶部への登録を促す表示画面情報を生成し、前記表示
画面情報に対する入力情報を取得することにより生成される前記割込み制御設定情報を前
記記憶部に記憶することを特徴とする請求項１または請求項２記載のナビゲーション装置
。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記記憶部に記憶された割込み制御設定情報にしたがう表示の抑制を、前記割込み制御
設定情報の前記記憶部への記憶の契機が経路誘導処理中か否かにより、１回の経路誘導に
限り有効とするか、もしくは経路誘導の都度有効とすることを特徴とする請求項３記載の
ナビゲーション装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記割込み制御設定情報による割込み情報の表示抑制中、外部から取得した割込み情報
を前記記憶部に一時保持するとともに、前記取得した割込み情報を前記表示部に絵文字で
表示し、前記割込み情報の表示抑制が解除されてから前記絵文字が選択されたことを契機
に、前記記憶部に一時保存された割込み情報を読み出して前記表示部に表示する、ことを
特徴とする請求項１から請求項４のうちのいずれか１項記載のナビゲーション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、経路誘導案内表示機能を有する、ナビゲーション装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　出発地から目的地までの経路探索を行い、表示画面上に経由地を含む地図表示を行ない
、誘導案内する経路誘導案内表示機能は、車載ナビゲーション装置にとっては必須搭載機
能になっている。
　また、通信技術の進歩により、ＶＩＣＳ（登録商標）センタで処理された渋滞や規制等
の道路交通情報をリアルタイムに受信して地図上に重ね書きして表示するＶＩＣＳ（Ｖｅ
ｈｉｃｌｅ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ
）レシーバや、有料道路の料金所等に設置されたアンテナと車両に設置されたＥＴＣ（登
録商標）車載器で狭帯域通信を行ない、車両を停止させることなく料金支払いを行なうＥ
ＴＣ（自動料金収受システム：Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ Ｔｏｌｌ Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ）
が搭載された車載ナビゲーション装置も流通するようになった。
【０００３】
　このため、車載ナビゲーション装置の表示画面上には、地図情報以外に、割込みにより
取得される、交通情報、ＥＴＣ情報、あるいは内蔵のカメラにより撮影された画像、電話



(3) JP 2010-38770 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

、車両情報等、多数の情報が表示されるようになった。
　したがって、表示情報の過多により表示画面が見づらくなる傾向にあり、特に、経路探
索時等においては、地図情報上に交通情報等の割込み情報が重ね合わせて表示されるため
、経路確認に本来必要な地図情報が割込み情報に隠れて表示され、十分な経路誘導ができ
ないことが想定される。このため、経路誘導時には交通情報等の割込み情報の表示を適切
に制御することが要望されている。
【０００４】
　上記した要望を満たすために、従来、操作メニューを処理中に外部から割込み情報が入
ってきた場合、表示中のメニュー画面により操作完了時間を推定し、推定された操作完了
時間に基づいて割込み情報を表示させる車両用情報提示装置が知られている（例えば、特
許文献１参照）。
　また、運転手が必要ないと判断した交通情報を送信している外部送信機からの割込み情
報を減少させ、経路誘導中に限ってその設定が解除できるナビゲーション装置（例えば、
特許文献２参照）、あるいは、静的情報（一方通行／車両制限／車両通行止め等の道路案
内情報）と、動的情報（交通情報や気象情報などにより変動する交通に関連する情報）の
うち、動的な情報がない場合は割込み情報を表示せず、この設定は、経路誘導中に限り有
効とする車両用ナビゲーション装置も知られている（例えば、特許文献３参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２５１７５７号公報
【特許文献２】特開２００５－１７２４３９号公報
【特許文献３】特開２００６－１０５６９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記した特許文献１に開示された技術によれば、操作メニュー表示時の
割込み抑制にのみ効果が得られ、その他の画面では割込み制御の対象外である。また、特
許文献２に開示された技術によれば、経路誘導中に割込み情報の表示を許可するため、割
込み情報の表示により地図や案内表示が隠れ、十分な経路誘導案内ができない。また、特
許文献３に開示された技術によっても、動的な情報がある場合は割込み情報を地図に重ね
合わせ表示するため、不意な割込み情報の表示により依然として地図や案内の画面表示が
阻害される。
【０００７】
　この発明は上記した課題を解決するためになされたものであり、経路誘導処理中におけ
る地図や案内の画面表示が阻害されることを回避したナビゲーション装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記した課題を解決するために、この発明のナビゲーション装置は、地図情報、および
外部から取得した割込み情報を表示する表示部と、割込み制御設定情報が予め登録され記
憶される記憶部と、経路誘導処理中、前記記憶部に記憶された割込み制御設定情報にした
がい、前記外部から取得した割込み情報の前記表示部への表示を抑制する制御部と、を備
えたものである。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明のナビゲーション装置によれば、経路誘導処理中における地図や案内の画面表
示が阻害されることを回避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の内部構成を示すブロック



(4) JP 2010-38770 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

図である。
　図１に示されるように、この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置は、ナビゲ
ーション装置の制御中枢となる制御部１０と、記憶部１１と、地図情報ＤＢ（Ｄａｔａ 
Ｂａｓｅ）１２と、操作入力部１３と、表示部１４と、通信部１５と、センサ入力部１６
と、外部機器インタフェース部１７とにより構成される。
【００１１】
　制御部１０は、例えば、マイクロプロセッサにより構成され、ここでは、経路誘導処理
中、記憶部１１に記憶された割込み制御設定情報にしたがい、外部から取得した割込み情
報の表示部１４への表示を抑制する。
　なお、ここで、「経路誘導処理中」とは、ユーザによる目的地設定入力を契機に経路探
索が開始され、候補となる１以上の経路が表示され、画面もしくは音声による誘導、案内
を経てユーザが経路選択するまでの一連の処理期間をいう。
【００１２】
　記憶部１１は、例えば、半導体メモリで構成され、上記した割込み制御設定情報の他に
、割込み抑制履歴リスト、各種フラグ情報、および制御部１０が実行するプログラムが所
定の領域に割当てられそれぞれ格納される。
　なお、上記した割込み制御設定情報、および割込み抑制履歴リスト、ならびに各種フラ
グ情報は、フラッシュメモリ等の不揮発性記憶媒体に記憶してもよい。ここでいう割込み
制御設定情報、割込み抑制履歴リスト、ならびに各種フラグ情報のデータ構造等、詳細は
、図３を用いて後述する。
【００１３】
　地図情報ＤＢ１２は、記憶媒体が、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ Ｄｉｓｃ Ｄｒｉｖｅ）
等の大容量ストレージデバイスで構成され、ここには、予め地図情報や施設情報等が格納
されている。
【００１４】
　操作入力部１３は、各種キースイッチにより構成され、ユーザがこれらキースイッチを
操作することにより、制御部１０による割込み制御設定操作処理、割込み表示抑制処理、
および割込み抑制履歴操作処理が実効される。操作入力部１３は、後述する表示部１４と
ともにユーザインタフェースとして機能し、制御部１０は、例えば、表示部１４に表示さ
れた割込み制御設定メニューにしたがいユーザが操作入力部１３を操作することにより取
得される入力情報にしたがい割込み制御設定情報を生成する。表示部１４は、例えば、Ｌ
ＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）モニタで構成され
、上記した割込み制御設定メニューの他に、地図情報、あるいは外部から取得した割込み
情報等を表示する。
　なお、上記した操作入力部１３と表示部１４は、例えば、ＬＣＤタッチパネル等の表示
入力デバイスで共用してもよい。
【００１５】
　通信部１５は、例えば、ＶＩＣＳ等、ＦＭ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏ
ｎ）多重による交通情報の受信、ＥＴＣによる狭帯域通信、あるいはＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎ
ｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）通信等に係る通信プロトコルの制御を行い、これらにより受信
した情報は、割込み情報として制御部１０により取込まれる。
　センサ入力部１６は、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ）
レシーバ他、車速度センサ等、車両の任意の場所に設置されたセンサ類から現在位置を含
む車両の各種状態を検知し、車両状態情報として制御部１０に供給する。また、外部機器
インタフェース部１７は、ＣＡＮ（Ｃｏｎｔｒｏｌ Ａｒｅａ Ｎｅｔｗｏｒｋ）等の車載
通信ネットワーク経由で接続されるエンジンやミッション系のＥＣＵ（電子制御ユニット
）、あるいはエアコンやオーディオ機器等の車載機器とのインタフェースを司り、ＥＣＵ
経由で取得した情報を制御部１０に供給する。
【００１６】
　図２は、図１に示す制御部１０が実行するプログラムの構造を機能展開して示したブロ
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ック図である。
　図２に示されるように、制御部１０が実行するプログラムは、割込み制御設定・表示抑
制処理部１００と、ナビゲーション処理部１０１と、外部情報取得部１０２と、描画・表
示制御部１０３と、入力情報取得部１０４と、地図情報取得部１０５と、割込み抑制履歴
リスト処理部１０６とに機能展開して表現することができる。
【００１７】
　ナビゲーション処理部１０１は、操作入力部１３を介してユーザにより設定入力される
出発地から目的地までの経路探索を行い、割込み制御設定・表示抑制処理部１００による
制御の下で、表示部１４の表示画面上に、経由地を含む候補経路の地図表示を行ない、誘
導、案内を行なう経路誘導案内機能を実行する。ナビゲーション処理部１０１は、上記し
た経路誘導案内機能の他に、現在地表示他ナビゲーション処理全般を司る。
【００１８】
　外部情報取得部１０２は、通信部１５を介して取得されるＶＩＣＳによる渋滞や交通規
制等の交通情報、ＥＴＣ情報、センサ入力部１６あるいは外部機器インタフェース部１７
により取得される、ＥＣＵを介した車両状態情報等を割込み情報として取込み、割込み制
御設定・表示抑制処理部１００へ転送する。
　描画・表示制御部１０３は、割込み制御設定・表示抑制処理部１００により生成される
、例えば、割込み制御設定メニューを、内蔵する表示メモリ、あるいは記憶部１１の所定
の領域に割当てられ記憶される表示メモリ（ＶＲＡＭ）に描画し、また、表示部１４の表
示タイミングに同期してこれら表示メモリに描画された割込み制御設定メニュー他表示情
報を読み出して表示する。
【００１９】
　入力情報取得部１０４は、操作入力部１３を介してユーザにより設定入力される、例え
ば、割込み設定メニューに対する入力項目を取得して割込み制御設定・表示抑制処理部１
００へ引き渡する。
　地図情報取得部１０５は、地図情報ＤＢ１２から該当の地図情報を読み出してナビゲー
ション処理部１０１へ引き渡す。
【００２０】
　割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、経路誘導処理中、記憶部１１に記憶された
割込み制御設定情報にしたがい、外部から取得した割込み情報の表示部１４への表示を抑
制する、制御部１０としての機能を実行するために、上記したナビゲーション処理部１０
１、外部情報取得部１０２、描画・表示制御部１０３、入力情報取得部１０４、地図情報
取得部１０５、そして、後述する割込み抑制履歴リスト処理部１０６、のシーケンス制御
を行なう。また、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、割込み制御設定情報の記憶
部１１への登録を促す表示画面情報を生成し、その表示画面情報に対する入力情報を取得
することにより生成される割込み制御設定情報を記憶部１１に記憶する制御を行なう。ま
た、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、記憶部１１に記憶された割込み制御設定
情報にしたがう表示の抑制を、割込み制御設定情報の記憶部１１への記憶の契機が経路誘
導処理中か否かにより、１回の経路誘導に限り有効とするか、もしくは経路誘導の都度有
効とする制御も行なう。
【００２１】
　割込み抑制履歴リスト処理部１０６は、割込み制御設定・表示抑制処理部１００による
監視の下、割込み制御設定情報による表示の抑制中、外部から取得した割込み情報を割込
み抑制履歴リスト１１２として記憶部１１に一時保持するとともに、取得した割込み情報
を表示部１４に絵文字（後述する割込み抑制表示通知用アイコン）で表示し、表示の抑制
が解除されてから絵文字が選択されたことを契機に記憶部１１に一時保存された割込み抑
制履歴リスト１１２を読み出し、表示部１４に表示する制御を行なう。
【００２２】
　このため、記憶部１１には、割込み制御設定・表示抑制処理部１００により生成され、
あるいは参照される割込み制御設定情報テーブル１１１の他に、割込み抑制履歴リスト処
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理部１０６により参照される割込み抑制履歴リスト１１２が所定の領域に割当てられ記憶
される。また、記憶部１１の所定の領域には、フラグ領域１１３が設定され、このフラグ
領域１１３には、ナビゲーション装置が経路誘導処理中であることを示す「処理中」フラ
グ、および割込み情報抑制表示通知用アイコンを設定登録する「設定登録」フラグが、そ
れぞれ割当てられ記憶される。
【００２３】
　図３は、上記した記憶部１１の所定の領域に記憶される割込み制御設定情報テーブル１
１１、割込み抑制履歴リスト１１２、フラグ領域１１３にそれぞれ設定される、割込み制
御設定情報、リストデータ、フラグの各データ構造の一例を示す図である。
【００２４】
　図３（ａ）に示されるように、割込み制御設定情報テーブル１１１に記憶される割込み
制御設定情報は、割込み表示抑制モードの別（モード１～３）と、割込み表示抑制モード
３における詳細情報とにより構成される。ここで、「詳細情報」とは、例えば、ＶＩＣＳ
、ＥＴＣ、電話、車両状態情報等、割込み種別（外部情報割込み機器）毎の割込み表示抑
制情報（許可／禁止）をいう。
【００２５】
　また、図３（ｂ）に示されるように、割込み抑制履歴リスト１１２に記憶されるリスト
データは、抑制される割込み情報（のＩＤ）毎に、発生日時や表示すべく割込み情報、お
よび確認済みフラグ（確認済み／未確認）で構成される。なお、割込み抑制履歴リスト１
１２に、新規登録、あるいは追加登録されるリストデータは、確認済みフラグが「未確認
」として登録される。
　また、図３（ｃ）に示されるように、フラグ領域１１３に記憶されるフラグの中には、
上記したように、ナビゲーション装置が現在経路誘導処理中であることを示す「処理中」
フラグ、後述する割込み情報抑制表示通知用アイコンの「設定登録」フラグが含まれる。
【００２６】
　図４～図７は、この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の動作を示すフロー
チャートであり、割込み制御設定操作処理（図４）、割込み情報の表示抑制処理（図５）
、割込み抑制履歴リスト操作処理（図６）、割込み情報抑制表示通知用アイコンの表示処
理（図７）、のそれぞれを示す。
　また、図８～図１０は、この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置が使用する
画面構成の一例を示す図であり、割込み制御設定メニュー画面（図８（ａ））、割込み制
御設定のモード３の詳細設定メニュー画面（図８（ｂ））、割込み抑制履歴リスト画面（
図９）、割込み抑制履歴の詳細情報画面（図１０）、のそれぞれを示す。
【００２７】
　以下、図４～図７のフローチャート、ならびに図８～図１０の画面構成の一例を参照し
ながら、図１～図３に示す、この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の動作に
ついて詳細に説明する。
【００２８】
　まず、図４に示した割込み制御設定操作処理から説明する。ここでは割込み制御設定メ
ニューを用い割込み制御設定操作を行なうものとする。
　ここで使用される割込み制御設定メニューは、制御部１０（割込み制御設定・表示抑制
処理部１００）が、記憶部１１の割込み制御設定情報テーブル１１１に保存する割込み制
御設定情報を生成する際のユーザインタフェースとなるものである。
【００２９】
　最初に、制御部１０（割込み制御設定・表示抑制処理部１００）は、記憶部１１の割込
み制御設定情報テーブル１１１から登録済みの割込み制御設定情報を読み出す（ステップ
ＳＴ４０１）。割込み制御設定情報テーブル１１１に割込み制御設定情報が未登録の場合
、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、例えば、図８（ａ）にその画面構成の一例
が示される、割込み制御設定メニュー画面情報を生成し、描画・表示制御部１０３を制御
することにより、表示部１４に、「割込み制御設定メニュー画面」を表示し、表示エリア
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枠内のモード選択を促す（ステップＳＴ４０２）。
　続いて、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、ユーザが、操作入力部１３を操作
することにより選択される、割込み情報表示抑制モード情報（モード１：割込み情報の一
括表示禁止、モード２：割込み情報の一括表示許可、モード３：割込み情報の一部表示抑
制）を、入力情報取得部１０４を介して取込む（ステップＳＴ４０３）。
【００３０】
　そして、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、ステップＳＴ４０３で取込まれた
割込み情報表示抑制モードについて、モード“１”か、モード“２”であるかを判定し（
ステップＳＴ４０４）、そのいずれでもないモード“３”であると判定した場合（ステッ
プＳＴ４０４“Ｎｏ”）、描画・表示制御部１０３を制御し、表示部１４に、例えば、図
８（ｂ）にその画面構成の一例が示される「詳細設定メニュー画面」を表示して外部情報
割込み機器種別毎の詳細設定に係るユーザ操作を促す（ステップＳＴ４０５）。
　続いて、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、操作入力部１３による外部情報割
込み機器種別毎の詳細設定に係るユーザ操作を、入力情報取得部１０４を介して取込む（
ステップＳＴ４０６）。ここで取込まれるユーザ操作とは、例えば、ＶＩＣＳレシーバ等
外部情報割込み機器種別毎に受信した割込み情報の表示を抑制するか否か（抑制する場合
は「禁止」／抑制しない場合は「許可」）を示す情報である。
【００３１】
　割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、ステップＳＴ４０４の割込み情報表示抑制
モード判定処理において、モード“１”あるいはモード“２”であると判定した場合（ス
テップＳＴ４０４“Ｙｅｓ”）、あるいは、ステップＳＴ４０６で外部情報割込み機器種
別毎の詳細設定の入力操作が終了した場合は、ナビゲーション装置が、現在、目的地設定
に基づく経路誘導処理中であるか否かを判定する（ステップＳＴ４０７）。
　ナビゲーション処理部１０１が経路誘導処理中にフラグ領域１１３の特定のビット（「
誘導中」フラグ）をＯＮすることは上記したとおりであり、割込み制御設定・表示抑制処
理部１００は、この「誘導中」フラグを参照することにより、ナビゲーション装置が、現
在、目的地設定に基づく経路誘導処理中であるか否かを判定することか可能である。
【００３２】
　ここで、「処理中」フラグがＯＦＦして、現在、ナビゲーション装置が目的地設定に基
づく経路誘導中でないことを示していた場合（ステップＳＴ４０７“Ｎｏ”）、割込み制
御設定・表示抑制処理部１００は、ユーザの上記した一連の操作入力により生成される割
込み制御設定情報をデフォルト設定として記憶部１１の割込み制御設定情報テーブル１１
１に記憶し、割込み制御設定メニュー操作処理を終了する（ステップＳＴ４０８）。すな
わち、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、以降の目的地設定に基づく経路誘導処
理中は、全て今回設定登録した割込み制御設定情報が有効になるように制御する。
　一方、「処理中」フラグがＯＮして、現在、ナビゲーション装置が目的地設定に基づく
経路誘導中であることを示していた場合（ステップＳＴ４０７“Ｙｅｓ”）、割込み制御
設定・表示抑制処理部１００は、ユーザの上記した一連の操作入力により生成される割込
み制御設定情報を、今回の経路誘導に限り有効として、記憶部１１の割込み制御設定情報
テーブル１１１に記憶して割込み制御設定メニュー操作処理を終了する（ステップＳＴ４
０９）。
【００３３】
　上記のように、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、割込み制御設定情報の記憶
部１１（割込み制御設定情報テーブル１１１）への登録を促す割込み制御設定メニュー画
面を生成し、当該画面に対するユーザの選択入力を取得することにより生成される割込み
制御設定情報を、割込み制御設定情報テーブル１１１に設定登録することにより、以降、
経路誘導処理中は、割込み制御設定情報テーブル１１１に設定登録された割込み制御設定
情報にしたがい、外部から取得した割込み情報の表示部１４への表示を抑制することがで
きる。記憶部１１の割込み制御設定情報テーブル１１１に記憶された割込み制御設定情報
にしたがう表示の抑制処理については後述する。
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　また、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、割込み制御設定情報テーブル１１１
に、生成された割込み制御設定情報を記憶するにあたり、例えば、その設定契機が経路誘
導中であるか否かを判定することで、割込み制御設定情報にしたがう表示の抑制を１回の
経路誘導に限り有効とするか、もしくは経路誘導の都度全て有効とするかを制御すること
ができる。
【００３４】
　次に、図５に示した割込み情報の表示抑制処理について説明する。ここでは、割込み制
御設定・表示抑制処理部１００は、まず、通信部１５、センサ入力部１６、あるいは外部
機器インタフェース部１７から外部情報取得部１０２経由で取込まれる割込み情報の受信
を行う（ステップＳＴ５０１）。
　ここでいう割込み情報とは、例えば、通信部１５を介して取得されるＶＩＣＳ情報、Ｅ
ＴＣ情報、センサ入力部１６を介して取得される車両状態情報、外部機器インタフェース
部１７を介して取得されるカメラによる撮影情報等である。
【００３５】
　割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、割込み情報受信後、割込みソース（外部情
報割込み機器種別）を特定するとともに（ステップＳＴ５０２）、記憶部１１のフラグ領
域１１３に割当てられ記憶された「誘導中」フラグを参照し、ナビゲーション装置が現在
経路誘導処理中であるか否かを判定する（ステップＳＴ５０３）。
　ステップＳＴ５０３のフラグ判定処理で、ナビゲーション装置が現在経路誘導処理中で
あることが確認されると（ステップＳＴ５０３“Ｙｅｓ”）、割込み制御設定・表示抑制
処理部１００は、記憶部１１の割込み制御設定情報テーブル１１１から、登録済みの割込
み制御設定情報を読み込む（ステップＳＴ５０４）。
【００３６】
　続いて、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、読み込んだ割込み制御設定情報を
解読し（ステップＳＴ５０５）、割込み情報を一括表示許可するモード“２”でなければ
（ステップＳＴ５０５“Ｙｅｓ”）、更に、割込み情報を一括表示禁止するモード“１”
であるか否かを判定し（ステップＳＴ５０６）、モード“１”でなければ（ステップＳＴ
５０６“Ｎｏ”）、更に、割込み情報の一部表示を許可するモード“３”であって、かつ
、対応する外部情報割込み機器種別が「禁止」状態に設定されているか否かを判定する（
ステップＳＴ５０７）。
【００３７】
　割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、ステップＳＴ５０３の「誘導中」フラグ判
定処理で、経路誘導処理中でなかったことが確認されると（ステップＳＴ５０３“Ｎｏ”
）、あるいは、経路誘導処理中であって（ステップＳＴ５０３“Ｙｅｓ”）、割込み制御
設定情報テーブル１１１にモード“２”が設定されていた場合（ステップＳＴ５０５“Ｙ
ｅｓ”）、更には、モード“３”であって、外部情報割込み機器種別が「禁止」状態に設
定されていなかった場合（ステップＳＴ５０７“Ｎｏ”）、表示部１４に表示されている
案内誘導に係る地図表示情報を記憶部１１の所定の領域に一時退避させるとともに、描画
・表示制御部１０３を制御し、外部情報取得部１０２が取得した割込み情報を表示部１４
に表示する（ステップＳＴ５０８）。
　そして、割込み表示時間のタイムアウト等により表示部１４への割込み情報の非表示条
件が成立すると（ステップＳＴ５０９）、その割込み情報を非表示（消去）とし、先に退
避した経路誘導に係る地図表示情報を読み出して描画・表示制御部１０３に転送してその
表示情報を回復させ、描画・表示制御部１０３を制御することにより表示部１４に表示す
る（ステップＳＴ５１０）。
【００３８】
　一方、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、ステップＳＴ５０３の「誘導中」フ
ラグ判定処理において、ナビゲーション装置が現在経路誘導中であって（ステップＳＴ５
０３“Ｙｅｓ”）、割込み制御設定情報テーブル１１１にモード“１”が設定されていた
場合（ステップＳＴ５０６“Ｙｅｓ”）、あるいは、モード“３”であって、外部情報割
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込み機器種別が「禁止」状態に設定されていた場合（ステップＳＴ５０７“Ｙｅｓ”）、
描画・表示制御部１０３を制御して割込み情報を非表示にするとともに、割込み履歴リス
ト処理部１０６を制御し、外部情報取得部１０２により取込まれ表示抑制された割込み情
報を、記憶部１１の割込み抑制履歴リスト１１２へ記憶保存する（ステップＳＴ５１１）
。
　なお、割込み抑制履歴リスト１１２に保存されるリストデータが満杯の場合、割込み抑
制履歴リスト処理部１０６は、最も古いリストデータを上書き更新するものとする。
【００３９】
　このため、割込み抑制履歴リスト１１２に、新規にリストデータが「未確認」の状態で
登録された場合、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、割込み情報の表示が抑制さ
れたことを示す割込み情報抑制表示通知用アイコン情報を生成し、描画・表示制御部１０
３を制御して表示部１４の一部領域にこの割込み情報抑制表示通知用アイコンを表示する
。このとき、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、記憶部１１の所定の領域に割当
てられ記憶されるフラグ領域１１３に、割込み情報抑制表示通知用アイコンの「設定登録
」フラグをＯＮして（ステップＳＴ５１２）、上記した一連の表示抑制処理を終了する。
【００４０】
　上記のように、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、経路誘導中、記憶部１１（
割込み制御設定情報テーブル１１１）に記憶された割込み制御設定情報にしたがい、外部
から取得した割込み情報の表示部１４への表示を抑制することにより、経路誘導中におけ
る地図や案内の画面表示が阻害されることを回避することができる。
　また、上記した割込み情報の抑制表示処理において、割込み制御設定・表示抑制処理部
１００は、外部からの割込み情報の全ての表示を抑制することなく、例えば、車両状態情
報等、地図や案内表示に影響されない一部の割込み情報は、割込み情報の表示抑制の対象
外とすることができ、このため、柔軟性、融通性の高いシステム構築が可能である。更に
、上記した割込み情報の表示抑制において、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、
割込み制御設定情報にしたがい、１回の経路誘導に限って表示抑制を有効とするか、もし
くは全ての経路誘導の都度有効とするように制御することで、一層、柔軟性、融通性の高
いシステム構築が可能である。
【００４１】
　次に、図６の割込み抑制履歴リスト操作処理について説明する。割込み抑制履歴リスト
処理部１０６は、まず、記憶部１１の割込み抑制履歴リスト１１２からリストデータを読
み出す（ステップＳＴ６０１）。次に、割込み抑制履歴リスト処理部１０６は、読み出し
前における割込み抑制履歴リスト１１２の「確認済み」フラグを参照する（ステップＳＴ
６０２）。
【００４２】
　ここで、読み出し前における割込み抑制履歴リスト１１２の「確認済み」フラグの全て
が「確認済み」となっていた場合（ステップＳＴ６０２“Ｙｅｓ”）、割込み制御設定・
表示抑制処理部１００は、描画・表示制御部１０３を制御して、経路誘導処理中に受信し
た割込み情報の表示が抑制されたことを示す割込み情報抑制表示通知用アイコンの表示部
１４への表示を消去するために、記憶部１１のフラグ領域１１３に割当てられ記憶された
割込み情報抑制表示通知用アイコンの「設定登録」フラグを解除（ＯＦＦ）する（ステッ
プＳＴ６０３）。
　一方、読み出し前における割込み抑制履歴リスト１１２の「確認済み」フラグの全てが
「確認済み」となっていなかった場合（ステップＳＴ６０２“Ｎｏ”）、割込み抑制履歴
リスト処理部１０６は、例えば、図９にその画面構成の一例が示されるように、未確認の
割込み情報がリスト化された「割込み抑制履歴リスト」の選択画面情報を生成し、この割
込み抑制履歴リストを、割込み制御設定・表示抑制処理部１００による制御の下、描画・
表示制御部１０３を制御して表示部１４に表示する（ステップＳＴ６０４）。
【００４３】
　そして、割込み抑制履歴リスト処理部１０６は、割込み制御設定・表示抑制処理部１０
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０による監視の下で入力情報取得部１０４を介して取込まれる操作入力部１３によるユー
ザ操作を待ち（ステップＳＴ６０５）、ユーザにより選択されたリスト項目にしたがい、
該当する割込み情報を、記憶部１１の割込み抑制履歴リスト１１２から読み出す（ステッ
プＳＴ６０６）。
　続いて、割込み抑制履歴リスト処理部１０６は、割込み制御設定・表示抑制処理部１０
０による制御の下、描画・表示制御部１０３を制御して記憶部１１の割込み抑制履歴リス
ト１１２に保存された割込み抑制履歴の詳細情報を表示部１４に表示する（ステップＳＴ
６０７）。図１０に、このとき表示部１４に表示される割込み表示抑制履歴の詳細情報（
ここでは、ＥＴＣ画面）が示されている。
【００４４】
　上記した割込み抑制履歴の詳細情報を確認後（例えば、ユーザが、「戻る」ボタンを押
下）、表示部１４に表示される画面は、図９に示す「割込み抑制履歴リスト」の選択画面
に遷移し、ユーザに対し、別の詳細情報を確認するか、処理を終了するかについての選択
入力を促し、割込み抑制履歴リスト処理部１０６は、入力情報取得部１０４および割込み
制御設定・表示抑制処理部１００経由でこれを取込む（ステップＳＴ６０８）。
　ユーザが操作入力部１３を操作することにより、例えば、表示部１４の画面隅に割当て
られ表示される「終了」ボタンが押下されると（ステップＳＴ６０８“Ｙｅｓ”）、割込
み抑制履歴リスト処理部１０６は、割込み制御設定・表示抑制処理部１００による監視の
下、上記した一連の履歴リスト操作処理を終了する。なお、処理を継続する場合は（ステ
ップＳＴ６０８“Ｎｏ”）、ステップＳＴ６０２の処理に移行し、再び、「割込み抑制履
歴リスト」の項目選択が行なわれ上記の処理を繰り返す。
【００４５】
　最後に、図７の割込み情報抑制表示通知用アイコン表示処理について説明する。最初に
、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、任意地点の地図情報を地図情報ＤＢ１２か
ら地図情報取得部１０５を介して取得し、ナビゲーション処理部１０１で処理された地図
情報を、描画・表示制御部１０３へ転送し、このことにより、描画・表示制御部１０３は
、表示部１４へ地図表示を行っているものとする（ステップＳＴ７０１）。上記の動作は
車両の移動に伴い表示される地図情報が更新される毎に繰り返し実行される。
　ここで、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、記憶部１１の所定の領域に割当て
記憶されるフラグ領域１１３を参照することにより、割込み情報抑制表示通知用アイコン
の設定登録状況を読み出す（ステップＳＴ７０２）。すなわち、フラグ領域１１３に記憶
された割込み情報抑制表示通知用アイコンの「設定登録」フラグがＯＦＦされていれば（
ステップＳＴ７０３“Ｎｏ”）、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、描画・表示
制御部１０３を制御して表示部１４に重畳表示された割込み情報抑制表示通知用アイコン
の消去を行ない（ステップＳＴ７０４）、「設定登録」フラグがＯＮしていれば（ステッ
プＳＴ７０３“Ｙｅｓ”）、描画・表示制御部１０３を制御して、割込み情報抑制表示通
知用アイコンを、表示部１４に表示された地図上に重畳表示させる（ステップＳＴ７０５
）。
【００４６】
　続いて、割込み制御設定・表示抑制処理部１００は、表示部１４に表示されている地図
情報の表示終了、もしくは移動に伴う更新タイミングを待ち（ステップＳＴ７０６）、未
だ地図表示を終了もしくは更新すべきでないと判定した場合は（ステップＳＴ７０６“Ｎ
ｏ”）、任意地点の地図情報を取得し表示を行うステップＳＴ７０１以降の処理に戻り、
終了もしくは地図情報の更新タイミング時に（ステップＳＴ７０６“Ｙｅｓ”）、上記し
た一連の割込み情報抑制表示通知用アイコンの表示処理を終了する。
【００４７】
　上記のように、割込み抑制履歴リスト処理部１０６は、割込み制御設定情報による割込
み情報の表示抑制中、外部から取得した割込み情報を一時保持（割込み抑制履歴リスト１
１２）するとともに、割込み制御設定・表示処理部１００による制御の下で取得した割込
み情報を表示部１４に絵文字（割込み抑制通知用アイコン）で表示し、表示の抑制が解除
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されてから絵文字が選択されたことを契機に、記憶部１１（割込み抑制履歴リスト１１２
）に一時保存された割込み情報を読み出し、表示部１４に表示することにより、ユーザは
、表示抑制中に外部から割込み情報を受信したことを知ることができ。また、経路誘導処
理中であるか否かにかかわらず任意のタイミングで割込み抑制履歴リスト１１２に一時保
持した割込み情報を読み出して表示することができるため、ユーザに利便性を提供するこ
とができる。
【００４８】
　以上説明のように、この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置によれば、事前
に設定された割込み制御設定情報（割込み制御設定情報テーブル１１１）に基づき、経路
誘導処理中、外部から取得した割込み情報を表示抑制制御することにより、ナビゲーショ
ン装置が経路誘導処理中に限り、不意な割込みに影響されることなく地図や案内図の画面
表示が阻害されることがなくなる。このとき、ナビゲーション装置は、割込み制御設定に
ついて、例えば、モード“１”（割込み情報の一括表示禁止）／モード“２”（割込み情
報の一括表示許可）／モード“３”（割込み情報の一部表示抑制）の３つのモードを有し
、特に、モード“３”（割込み情報の一部表示抑制）の場合、外部情報割込み機器種別毎
に詳細な設定を行うことができるため、柔軟性、融通性の高いシステム構築が可能である
。更に、割込みレベルを定義し、割込みレベル毎に詳細設定を行うことも、また、これら
の組み合わせによる表示抑制設定を行なうことも考えられる。このことにより、例えば、
ＥＴＣやＶＩＣＳ等の経路誘導に関係する割込み情報に限っては経路誘導中に選択的に重
畳表示させることも可能になる。
【００４９】
　また、この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置によれば、割込み情報の表示
抑制につき、事前の設定登録によるデフォルト設定の他に、１回の経路誘導に限り有効な
個別設定も可能とすることで、基本の設定をそのままに、一度だけ特殊な割込み情報の表
示抑制制御が可能になり、この場合、一層、柔軟性、融通性の高いシステム構築が可能に
なる。
　また、この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置によれば、経路誘導処理中に
受信した割込み情報の存在を、表示部１４の一部画面領域に絵文字（割込み情報抑制表示
通知用アイコン）で表示することにより、ユーザは、その絵文字により経路誘導処理中に
表示が抑制された割込み情報を受信したことを認識でき、また、経路誘導処理中に受信し
た割込み情報は、記憶部１１に一時保存（割込み抑制履歴リスト１１２）しておくことで
、後にこの履歴を参照して内容を確認することが可能になり、したがって、ユーザに利便
性を提供することができる。
【００５０】
　なお、上記したこの発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置によれば、車載用ナ
ビゲーション装置についてのみ例示したが、車載用ナビゲーション装置に限らず、Ｗｅｂ
（Ｗｏｒｌｄ Ｗｉｄｅ Ｗｅｂ）接続機能を使用して外部のサーバから地図情報を取得し
ナビゲーションを行なう携帯電話やゲーム機等の携帯端末にも同様に応用が可能である。
【００５１】
　また、図２に示す制御部１０が有する構成は、全てをソフトウェアによって実現しても
、あるいはその少なくとも一部をハードウェアで実現してもよい。
　例えば、制御部１０が、経路誘導処理中、記憶部１１に記憶された割込み制御設定情報
にしたがい、外部から取得した割込み情報の表示部１４への表示を抑制するデータ処理は
、１または複数のプログラムによりコンピュータ上で実現してもよく、また、その少なく
とも一部をハードウェアで実現してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の内部構成を示すブロック図
である。
【図２】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の制御部が実行するプログラ
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【図３】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置が有する記憶部のデータ構造
の一例を示す図である。
【図４】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の割込み制御設定操作処理動
作を示すフローチャートである。
【図５】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の割込み情報表示抑制処理動
作を示すフローチャートである。
【図６】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の割込み抑制履歴リスト操作
処理動作を示すフローチャートである。
【図７】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の割込み情報表示抑制表示通
知用アイコン操作処理動作を示すフローチャートである。
【図８】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の割込み制御設定のモード選
択メニュー他の画面構成の一例を示す図である。
【図９】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の割込み抑制履歴リストの画
面構成の一例を示す図である。
【図１０】この発明の実施の形態１に係るナビゲーション装置の割込み抑制履歴詳細情報
の画面構成の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００５３】
　１０　制御部、１１　記憶部、１２　地図情報ＤＢ、１３　操作入力部、１４　表示部
、１５　通信部、１６　センサ入力部、１７　外部機器インタフェース部、１００　割込
み制御設定・表示抑制処理部、１０１　ナビゲーション処理部、１０２　外部情報取得部
、１０３　描画・表示制御部、１０４　入力情報取得部、１０５　地図情報取得部、１０
６　割込み抑制履歴リスト処理部、１１１　割込み制御設定情報テーブル、１１２　割込
み抑制履歴リスト、１１３　フラグ領域。
【図１】 【図２】
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